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塗装工 塗装工

有　効　幅　員 4 . 0 0 m

1 2 . 6 0 m橋　　　　　長

第一中ノ平橋構造諸元

上 部 工 形 式
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架　設　年　次 昭和4 3年( 1 9 6 8年 )

路　　線　　名 中ノ平線

補修工法一覧表
備考

t=70mm

推奨工法:クラック抑制工法

補修工法

断面修復工(IPH工法)

水切設置工

防護柵補修工（取替え）

舗装工

伸縮装置補修工

材料・仕様

エポキシ樹脂

ポリマーセメントモルタル・エポキシ樹脂

ポリ塩化ビニール(後付接着型)

Gr-C-2B-4(特注)

アスファルト舗装

簡易目地処理工

ひびわれ注入工(IPH工法)

塗装工 常温亜鉛メッキ塗装

排水管・排水桝・目皿取替え VPφ75，FC250

張りコンクリート工 σck=18N/mm2

対象部位

主桁,床版,横桁

張出床版

防護柵

橋台背面部舗装

伸縮装置

主桁,床版,横桁,地覆

支承

排水施設

路肩法面

損傷/損傷原因

ひびわれ

剥離・鉄筋露出，うき

漏水・滞水

支承鋼板腐食

排水管破断，目皿腐食

橋台背面路肩陥没

腐食，破断，変形

下部工への漏水

推奨工法:スーパーシールド表面含浸工 けい酸ナトリウム系表面含浸材主桁,床版,横桁,地覆 中性化
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※補修箇所は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．
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部材名

防護柵

伸縮装置

伸縮装置

伸縮装置

舗装(橋梁外)

舗装(橋梁外)

排水桝

排水桝

その他

排水桝

排水桝

伸縮装置

伸縮装置

伸縮装置

舗装(橋梁外)

防護柵

防護柵

防護柵

防護柵

防護柵

防護柵

防護柵

防護柵

防護柵

舗装

添架物

部材番号

Gf0101

Ej0101

Ej0101

Ej0101

Pm0101

Pm0101

Dr0101

Dr0201

Sx0101

Dr0102

Dr0202

Ej0102

Ej0102

Ej0102

Pm0101

Gf0201

Gf0101

Gf0201

Gf0201

Gf0201

Gf0201

Gf0201

Gf0201

Gf0201

Pm0101

Ut0101

損傷種類

③ゆるみ･脱落(e)

⑰その他(e)※目地材の劣化

?土砂詰り(e)

⑰その他(e)※目地材の劣化

⑭路面の凸凹(e) t=100mm

⑮舗装の異常(e)

⑰その他(e)※目皿の腐食

⑰その他(e)※目皿の腐食

⑰その他(e)※不法占有物あり

⑰その他(e)※目皿の腐食

⑰その他(e)※目皿の腐食

⑰その他(e)※目地材の劣化

?土砂詰り(e)

⑰その他(e)※目地材の劣化

⑮舗装の異常(e)

①腐食(d)

③ゆるみ･脱落(e)

①腐食(d)

④破断(e)

④破断(e)

④破断(e)

④破断(e)

④破断(e)

④破断(e)

損傷なし

損傷なし

写真番号
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114
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防護柵

防護柵

防護柵

地覆

防護柵
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Gf0101
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損傷種類

④破断(e)

③ゆるみ･脱落(e)

①腐食(d)

④破断(e)

④破断(e)

④破断(e)

④破断(e)

④破断(e)

①腐食(d)

?変形･欠損(e)

?変形･欠損(c)

③ゆるみ･脱落(e)

写真番号
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防護柵①腐食(d)

防護柵③ゆるみ･脱落(e)

防護柵④破断(e)

防護柵?変形･欠損(e)

防護柵①腐食(d)

防護柵③ゆるみ･脱落(e)

防護柵④破断(e)

地覆?変形･欠損(c)

地覆?変形･欠損(c)

舗装(橋梁外)⑮舗装の異常(e)

舗装⑭路面の凸凹(e)

伸縮装置⑲変色・劣化

伸縮装置⑲変色・劣化
伸縮装置⑲変色・劣化

伸縮装置⑲変色・劣化

排水装置⑰その他(e)

排水装置⑰その他(e)

添架物　損傷なし

その他⑰その他(e)

舗装　損傷なし

防護柵④破断(e)

防護柵④破断(e)

防護柵④破断(e)

防護柵④破断(e)

防護柵④破断(e)

 防護柵④破断(e)
 防護柵④破断(e)

防護柵④破断(e)

防護柵④破断(e)

防護柵④破断(e)

防護柵③ゆるみ･脱落(e)

 防護柵③ゆるみ･脱落(e)

 伸縮装置⑲変色・劣化

伸縮装置⑲変色・劣化

排水装置⑰その他(e)

排水装置⑰その他(e)

防護柵①腐食(d)

舗装⑭舗装の異常(e) 

防護柵補修工　L=5.5m



※補修箇所は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．
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床版⑦剥離･鉄筋露出(c)
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排水管④破断(e)

排水管④破断(e)排水管④破断(e)

排水管④破断(e)

主桁⑥ひびわれ(c)

床版⑳漏水･滞水(e)



※補修箇所は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．
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※補修箇所は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．
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損傷図 主桁⑥ひびわれ

損傷番号

22

24

34

35

36

38

39

41

42

43

47

48

49

52

54

61

横桁⑥ひびわれ

損傷番号

1

2

床版⑪床版ひびわれ

損傷番号

27

28

29

30

31

32

33

44

45

69

部材名

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

ひびわれ集計

部材名

横桁

横桁

ひびわれ集計

部材名

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

ひびわれ集計

部材番号

Mg0101

Mg0102

Mg0201

Mg0201

Mg0201

Mg0202

Mg0202

Mg0201

Mg0201

Mg0201

Mg0301

Mg0301

Mg0301

Mg0301

Mg0301

Mg0302

部材番号

Cr0102

Cr0102

部材番号

Ds0201

Ds0201

Ds0201

Ds0201

Ds0201

Ds0201

Ds0202

Ds0301

Ds0301

Ds0401

損傷等級

c

c

c

c

c

d

c

c

d

d

c

c

d

d

c

c

損傷等級

c

c

損傷等級

c

c

c

c

c

c

c

b

b

c

幅[mm]×延長[mm]

0.20

0.20

0.20

0.20

0.25

0.30

0.20

0.20

0.30

0.30

0.20

0.20

0.30

0.30

0.20

0.20

0.20

0.25

0.30

幅[mm]×延長[mm]

0.20

0.20

0.20

幅[mm]×延長[mm]

0.30

0.20

0.20

0.20

0.25

0.20

0.20

0.15

0.10

0.20

0.20

0.25

0.30

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

350

450

500

350

400

300

300

450

400

400

450

300

450

600

450

400

6550

4000

400

2150

300

350

650

650

1300

200

700

800

1100

500

900

600

650

300

7050

3400

1100

1300

延長(mm)

上向き

 

延長(mm)

上向き

延長(mm)

上向き

1300

200

700

800

1100

500

900

300

5800

横向き

350

450

500

350

400

300

300

450

400

400

450

300

450

600

450

400

6550

横向き

300

350

650

横向き

 

写真番号

209

209

210

211

写真番号

225

226

写真番号

206

206

206

207

207

207

床版⑦?離･鉄筋露出

損傷番号

1

合計

地覆⑦?離･鉄筋露出

損傷番号

4

12

13

15

65

合計

主桁⑦?離･鉄筋露出

損傷番号

20

23

26

37

40

60

62

合計

床版⑦?離･鉄筋露出

損傷番号

3

5

6

7

8

9

10

11

14

17

63

66

67

合計

地覆⑫うき

損傷番号

18

合計

主桁⑫うき

損傷番号

21

25

46

50

51

53

56

57

58

59

合計

主桁⑰その他(残鉄)

損傷番号

55

合計

部材名

床版

部材名

地覆

地覆

地覆

地覆

地覆

部材名

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

部材名

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

部材名

地覆

部材名

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

部材名

主桁

部材番号

Ds0101

部材番号

Fg0101

Fg0101

Fg0101

Fg0101

Fg0201

部材番号

Mg0101

Mg0101

Mg0102

Mg0201

Mg0202

Mg0302

Mg0302

部材番号

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0401

Ds0401

Ds0401

部材番号

Fg0101

部材番号

Mg0101

Mg0102

Mg0301

Mg0302

Mg0301

Mg0301

Mg0302

Mg0302

Mg0302

Mg0302

部材番号

Mg0301

損傷等級

c

損傷等級

e

e

e

e

e

損傷等級

e

e

e

e

e

e

e

損傷等級

e

e

e

e

e

e

e

e

e

e

e

e

e

損傷等級

e

損傷等級

e

e

e

e

e

e

e

e

e

e

損傷等級

e

寸法[m]

0.10

―

寸法[m]

0.10

0.10

0.15

0.10

0.10

―

寸法[m]

0.30

0.10

0.10

0.10

0.60

0.15

0.15

―

寸法[m]

0.20

0.10

0.15

0.20

0.50

0.20

0.20

0.10

0.10

0.15

0.55

0.30

0.20

―

寸法[m]

0.10

―

寸法[m]

0.60

0.40

0.25

0.70

0.50

0.10

0.60

0.50

0.20

0.10

―

寸法[m]

0.10

―

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

0.10

0.10

0.10

0.15

0.10

0.10

0.70

0.10

0.10

0.10

0.25

0.25

0.15

0.10

0.10

0.15

0.20

0.30

0.30

0.10

0.10

0.10

0.15

0.25

0.30

0.10

0.10

0.20

0.15

0.15

0.20

0.15

0.25

0.20

0.20

0.20

0.10

0.15

箇所

1

箇所

2

1

1

1

1

箇所

1

1

1

1

1

1

1

箇所

1

2

2

1

1

1

1

8

2

1

1

1

2

箇所

1

箇所

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

箇所

1

面積(m2)

上向き

0.0100

0.0100

面積(m2)

上向き

 

面積(m2)

上向き

 

面積(m2)

上向き

0.0200

0.0200

0.0450

0.0400

0.1500

0.0600

0.0200

0.0800

0.0200

0.0225

0.1375

0.0900

0.0400

0.7450

面積(m2)

上向き

 

面積(m2)

上向き

 

面積(m2)

上向き

0.0150

0.0150

横向き

 

横向き

0.0200

0.0100

0.0225

0.0100

0.0100

0.0725

横向き

0.2100

0.0100

0.0100

0.0100

0.1500

0.0375

0.0225

0.4500

横向き

 

横向き

0.0100

0.0100

横向き

0.1200

0.0600

0.0375

0.1400

0.0750

0.0250

0.1200

0.1000

0.0400

0.0100

0.7275

横向き

 

写真番号

201

写真番号

220

221

221

221

写真番号

212

213

写真番号

202

202

203

202,203

204

205

写真番号

222

写真番号

214

215

218

216

217

217

写真番号

219

その他損傷一覧

損傷番号

2

16

19

64

68

70

部材名

排水管

排水管

床版

排水管

排水管

床版

部材番号

Dp0101

Dp0102

Ds0101

Dp0201

Dp0202

Ds0401

損傷種類

④破断?

④破断?

⑳漏水･滞水(e)

④破断?

④破断?

⑳漏水･滞水(e)

写真番号

223

208

(桁下面)

6

45

令和5年度

第一中ノ平橋補修工事工 事 名



※補修箇所は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．

いちき串木野市川上

図示

2その他

中ノ平線

いちき串木野市

20

鹿 児 島 県

設 計 者審 査 者

地 内

葉 中 番

設 計 速 度

図面番号

縮 尺

施 行 地

名 称

年 度 施行主体

km/h級級別区分

路 線 名

林道区分

損傷図

第一中ノ平橋　損傷図(その5) 損傷の種類 表　　示 損傷の種類 表　　示

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

漏　　水

腐　　食

う　　き

そ の 他

損傷の凡例

S=1:30

A1橋台

1
:
0
.
2
0

二俣川

A2橋台

1
:
0
.
2
0

1
:
0
.
2
0

二俣川

1
:
0
.
2
0

植生,土砂堆積(撤去済)
写-301

写-302

写-303,304
 写-305,306

写-307,308

写-403,404 写-405,406 写-407,408

植生,土砂堆積
写-401

写-402

G1G3 G2

G1 G3G2

損傷一覧

損傷番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

部材名

躯体

躯体

支承

支承

支承

躯体

支承

支承

支承

躯体

部材番号

Ac0101

Ac0101

Bh0301

Bh0201

Bh0101

Ac0102

Bh0102

Bh0202

Bh0302

Ac0102

損傷種類

⑰その他(e)※土砂堆積

⑳漏水･滞水(e)

①腐食(e)

①腐食(e)

①腐食(e)

⑳漏水･滞水(e)

①腐食(e)

①腐食(e)

①腐食(e)

⑰その他(e)※土砂堆積

写真番号

301

302

303,304

305,306

307,308

402

403,404

405,406

407,408

401

(下部工)

7

55

令和5年度

第一中ノ平橋補修工事工 事 名

2

3 4 5

7 8 9

6

1

10

躯体⑰その他(e)

躯体⑳漏水･滞水(e)

支承①腐食(e)
 支承①腐食(e)

支承①腐食(e)

支承①腐食(e) 支承①腐食(e) 支承①腐食(e)

躯体⑰その他(e)

躯体⑳漏水･滞水(e)



いちき串木野市川上

図示

2その他

中ノ平線

いちき串木野市

20

鹿 児 島 県

設 計 者審 査 者

地 内

葉 中 番

設 計 速 度

図面番号

縮 尺

施 行 地

名 称

年 度 施行主体

km/h級級別区分

路 線 名

林道区分

コンクリート補修工標準図

8

12

第一中ノ平橋　コンクリート補修工標準図(その1 )

注記

1.注入対象となるひびわれは，ひびわれ幅0 . 2 m m以上のものとする．

2.ひびわれ注入工は，ひびわれの最深部まで確実に注入すること．

3.注入パイプの間隔は，以下のとおりとする．
　　パイプ間隔：20 0 m m

4 .ひびわれ注入箇所については，足場仮設後再調査し，施工箇所を
　決定すること．

5.注入材料は内圧充填型接合補強工法に該当するエポキシ樹脂注入材
　を使用すること．

断面修復工【鉄筋露出部】

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工法

注入材料：低粘度高流動エポキシ樹脂(E-396H)

(IPH工法：内圧充填接合補強工法)

1.下地サンディング・マーキング

注入ﾎﾟｲﾝﾄをﾏｰｷﾝｸﾞする．

IPHｶﾌﾟｾﾙとJP台座，漏れ止め材を撤去する．
4.ＩＰＨカプセル・ＪＰ台座撤去、清掃

VDRﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ吸塵ｼｽﾃﾑで平滑にし，清掃を行い完了とする．

コンクリート表面

鉄筋

クラック

ＪＰ台座

穿孔

IPHﾐｽﾄﾀﾞｲﾔで注入ﾎﾟｲﾝﾄを穿孔する．（5ヶ所/ｍ）
2.穿孔・台座取付・樹脂漏れ防止

ＩＰＨカプセル

カプセル取付時　287mm

注入完了時　210mm（最小値）
ジャバラ

3.樹脂注入

ｼﾞｬﾊﾞﾗ1本分の樹脂で不足する場合は，2本目に取替える．
注入する．

注入樹脂(E-396H)

樹脂漏れ防止材
(ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｼｰﾙ)

VDRﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ吸塵ｼｽﾃﾑによりｸﾗｯｸ表面を研磨し，
ｸﾗｯｸの状況を確認する．

※速硬性を要する場合は，ｸｲｯｸｶｰﾄGを使用する．

JP台座にIPHｶﾌﾟｾﾙを取付、ｴﾎﾟｷｼ樹脂（E-396H）を

※速硬性を要する場合は，ｱｸﾘﾙ樹脂(A-396MSC)を使用する．

JP台座をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｼｰﾙにて固定する．

（鉄筋かぶり）

注入樹脂

ＩＰＨカプセル

7
3
mm

ＩＰＨカプセル
直角ジョイント

打ち込みホルダー

JP台座を取付けられない場合，打込みﾎﾙﾀﾞｰを使用する．
ｶﾌﾟｾﾙを垂直に取付ける有効寸法が取れない場合，
加圧養生時，空間を確保しなければならない場合
直角ｼﾞｮｲﾝﾄを使用する．

〃
〃

〃
〃

標
準

20
0
m
m

2
00
m
m

注入順序
（下から上）

注入ポイントは，標準200mmピッチとする．

ひび割れ状況　正面図

構造体（柱･側壁等）

枝分かれした部分には，交差した位置を注入ポイントとする．
現場の状況によってポイントのピッチは変えるものとする．

注入口以外のｸﾗｯｸ部分をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｼｰﾙにより密閉する．

φ7mm　L=50mm以上

その後，注入剤硬化まで加圧養生する．

1.サンディング・清掃・鉄筋防錆 3.マーキング･穿孔･台座取付･樹脂漏れ防止

IPHﾐｽﾄﾀﾞｲﾔで注入ﾎﾟｲﾝﾄを穿孔する．（標準36ヶ所/㎡）
JP台座をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｼｰﾙにて固定する．

ＪＰ台座 穿孔

補修後仕上げ面

※現場の状況によってﾋﾟｯﾁを変えるものとする

5.ＩＰＨカプセル及びＪＰ台座撤去・清掃
IPHｶﾌﾟｾﾙとJP台座を撤去する．

4.樹脂注入
JP台座にIPHｶﾌﾟｾﾙを取付，ｴﾎﾟｷｼ樹脂(E-396H)を注入する．
ｼﾞｬﾊﾞﾗ1本分の樹脂で不足する場合は，2本目に取替える．

樹脂漏れ防止のため，ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｼｰﾙ又はIPH#300で密封する．

補修材の硬化確認後，注入ﾎﾟｲﾝﾄをﾏｰｷﾝｸﾞする．

VDRﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ吸塵ｼｽﾃﾑで平滑にし，清掃を行い完了とする．

カプセル取付時　287mm

注入完了時　210mm
（最小値）ＩＰＨカプセル

ジャバラ

注入樹脂(E-396H)

鉄筋

サンディング

ﾌｪｻﾞｰｴｯｼﾞ部分は10mm程度のｶｯﾃｨﾝｸﾞを行う．
VDRﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ吸塵ｼｽﾃﾑでｺﾝｸﾘｰﾄ表面を研磨し，

(IPH#300)露出鉄筋に防錆用ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄを塗る．
鉄筋をｹﾚﾝ清掃後，露出鉄筋に防錆用ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ

鉄筋防錆用ポリマーセメントペースト
(IPH#300)

（10mm程度）
カッティング

現況コンクリート表面

欠損部補修材20mm以下

※現場の欠損深さに応じて20mm以下で層を重ねる．

10mmを左官ｺﾞﾃで下擦りしながら20mmを塗り付け，
終了後，ﾊｹ引きを行い，目荒らしをする．

3層目欠損部補修材塗り　20mm以下
10mmを左官ｺﾞﾃで下擦りしながら20mm塗り付け，仕上げる．

1層目欠損部補修材(IPH#600)塗り　20mm以下

欠損部補修材20mm以下
(IPH#600)

(IPH#600)

2層目欠損部補修材塗り　20mm以下
1層目の仕様と同様

欠損部補修材20mm以下
(IPH#600)

2.欠損断面補修

（鉄筋かぶり）

φ7mm　L=70mm以上

その後，注入剤硬化まで加圧養生する．

1 .補修深さは，以下のとおり想定する．
　鉄筋露出部の現地かぶり測定結果をもとに
　　床版：70 m m
　　主桁：70 m m
　と想定する．

2.使用材料
　断面修復材・防錆材料
　　ポリマーセメントモルタルとし，内圧充填接合補強工法に該当する
　　材料を使用すること．
　注入材料
　　注入材料は内圧充填型接合補強工法に該当するエポキシ樹脂注入材
　　を使用すること．

注記

断面修復工

補修材料：ポリマーセメントモルタル(IPH#600)

防錆材料：ポリマーセメントペースト(IPH#300)

(IPH工法：内圧充填接合補強工法)

4.ＩＰＨカプセル及びＪＰ台座撤去・清掃
IPHｶﾌﾟｾﾙとJP台座を撤去する．
VDRﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ吸塵ｼｽﾃﾑで平滑にし，清掃を行い完了とする．

1.下地サンディング・マーキング

2.穿孔・ＪＰ台座取付・樹脂漏れ防止

浮き部分･注入ﾎﾟｲﾝﾄをﾏｰｷﾝｸﾞする．
下地の状況を確認する．
VDRﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ吸塵ｼｽﾃﾑによりｺﾝｸﾘｰﾄ表面を研磨し，

IPHﾐｽﾄﾀﾞｲﾔで注入ﾎﾟｲﾝﾄを穿孔する．（標準25ヶ所/㎡）

3.樹脂注入
JP台座にIPHｶﾌﾟｾﾙを取付，ｴﾎﾟｷｼ樹脂(E-396H)を注入する．
ｼﾞｬﾊﾞﾗ1本分の樹脂で不足する場合は，2本目に取替える．

JP台座をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｼｰﾙにて固定する．

鉄筋

仕上げ材浮き部

穿孔ＪＰ台座

樹脂漏れ防止のため，ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｼｰﾙ又はIPH#300で密封する．

ジャバラ

注入樹脂
(E-396H) カプセル取付時　287mm

注入完了時　210mm(最小値)

（鉄筋かぶり）

φ7mm　L=50mm以上

その後，注入剤硬化まで加圧養生する．

ＩＰＨカプセル

断面修復工【うき部】

(IPH工法：内圧充填接合補強工法)

1 .補修深さは，以下のとおり想定する．
　鉄筋露出部の現地かぶり測定結果をもとに
　　床版：70 m m
　　主桁：70 m m
　と想定する．

2.使用材料
　断面修復材
　　ポリマーセメントモルタルとし，内圧充填接合補強工法に該当する
　　材料を使用すること．
　注入材料
　　注入材料は内圧充填型接合補強工法に該当するエポキシ樹脂注入材
　　を使用すること．

注記

断面修復工

補修材料：ポリマーセメントモルタル(IPH#600)

注入材料：低粘度高流動エポキシ樹脂(E-396H) 

注入材料：低粘度高流動エポキシ樹脂(E-396H) 

令和5年度

第一中ノ平橋補修工事工 事 名
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コンクリート補修工標準図

9

22

第一中ノ平橋　コンクリート補修工標準図(その2 )

4.樹脂注入

カプセル取付時　287mm

注入完了時　210mm
（最小値）

5.ＩＰＨカプセル及びＪＰ台座撤去・清掃
IPHｶﾌﾟｾﾙとJP台座を撤去する．
VDRﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ吸塵ｼｽﾃﾑで平滑にし，清掃を行い完了とする．

ＩＰＨカプセル

ジャバラ

注入樹脂(E-396H)

JP台座にIPHｶﾌﾟｾﾙを取付，ｴﾎﾟｷｼ樹脂(E-396H)を注入する．
ｼﾞｬﾊﾞﾗ1本分の樹脂で不足する場合は，2本目に取替える．

1.表面清掃

表面清掃を行う．

VDRﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ吸塵ｼｽﾃﾑでｺﾝｸﾘｰﾄ表面を研磨し，

IPHﾐｽﾄﾀﾞｲﾔで注入ﾎﾟｲﾝﾄを穿孔する．（標準36ヶ所/㎡）
JP台座をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｼｰﾙにて固定する．

鉄筋

現況コンクリート表面表面清掃

豆板(ｼﾞｬﾝｶ部)に左官ｺﾞﾃで補修材(IPH#600)を塗り付ける．

欠損部補修材（IPH#600）

3.マーキング･穿孔･台座取付･樹脂漏れ防止

樹脂漏れ防止のため，ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｼｰﾙ又はIPH#300で密封する．

ＪＰ台座 穿孔

（鉄筋かぶり）
補修後仕上げ面

※現場の状況によってﾋﾟｯﾁを変えるものとする

補修材の硬化確認後，注入ﾎﾟｲﾝﾄをﾏｰｷﾝｸﾞする．

2.豆板(ｼﾞｬﾝｶ部)補修

ﾌｪｻﾞｰｴｯｼﾞ部分は10mm程度のｶｯﾃｨﾝｸﾞを行う．

豆板(ｼﾞｬﾝｶ部)

カッティング（10mm程度）

φ7mm　L=50mm以上

その後，注入剤硬化まで加圧養生する．

断面修復工【剥離部・残鉄部】

(IPH工法：内圧充填接合補強工法)

1 .使用材料
　断面修復材
　　ポリマーセメントモルタルとし，内圧充填接合補強工法に該当する
　　材料を使用すること．
　注入材料
　　注入材料は内圧充填型接合補強工法に該当するエポキシ樹脂注入材
　　を使用すること．

注記

断面修復工

補修材料：ポリマーセメントモルタル(IPH#600)

注入材料：低粘度高流動エポキシ樹脂(E-396H) 

(けい酸ナトリウム系)

表面含浸工

下
地
処
理
・
洗
浄
工

1.中性化の進行抑制および鉄筋の腐食抑制効果が認められる材料を
　使用するものとし，下記の要件を満たす材料とする．
①J S C E - K 5 7 2試験結果により中性化抑制効果が認められるもの． 
②N E T I S登録において，鉄筋腐食抑制効果の明記があるもの．
③塗布量を確認できるもの．

2.使用する材料については，施工仕様(手順・塗布量等)を必ず材料
　メーカーに確認した上で適用・施工すること．
　（上記施工要領図は，参考としてスーパーシールドを示す）

3.「表面保護工法 設計施工指針(案)  土木学会」に準拠する．

注)  表面含浸材塗布時には品質管理テスターを使用すること．

施工手順

注記

表面含浸工

補修材料：注記1 .①②③を満たす
　　　　　けい酸ナトリウム系表面含浸材

表
面
含
浸
材
塗
布

散
水
養
生

表
面
含
浸
材
塗
布

散
水
養
生

上部工　主桁，床版，横桁，地覆

令和5年度

第一中ノ平橋補修工事工 事 名

高圧洗浄

表面含浸材塗布 ( 1 5 0 m l / m 2 )

散水養生

表面含浸材塗布 ( 1 0 0 m l / m 2 )

散水養生
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第一中ノ平橋　上部工補修図（その1） 損傷の種類 表　　示 損傷の種類 表　　示

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

漏　　水

腐　　食

う　　き

そ の 他

損傷の凡例

S=1:30

A1 A2

G
1

G
3

G
2

[200×100]
[500×300] 

[100×100]

[0.30×1300] 
[0.25×1100] 

[550×250] 

[200×100,N=2]

[0.30×450]

[0.30×600]

[600×250]
写-212

[150×250]

[400×150]

[700×200][250×150]

[500×150] 
[600×200] 

[100×150]

[100×100]

[150×150] 写-221
[100×100,N=2]

二
俣
川

[0.20×350]

（上部工下面）

表面含浸工

中
間

床
版

下
面

W
=
1
0
6
4

橋座部

橋座部

10

13

※補修箇所は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．

令和5年度

第一中ノ平橋補修工事工 事 名

水
道

管
6
5
A

20

1

2

3

4

6

7

8

9

12

10
16

15 1713

18

21

23
22

27

34

29 30

35 36
37

31

32

24

33

25 26

40
39

38

434241

47
48

49

46

51

52

63

53

66

65

56

58

57

60

59

67

61

69

68

50

62

64

5
11

14

44
45

54

55

床版：断面修復工(鉄筋露出部)
床版：断面修復工(鉄筋露出部)

床版：断面修復工(剥離部)

床版：ひびわれ注入工
床版：ひびわれ注入工

床版：断面修復工(鉄筋露出部)

床版：断面修復工(鉄筋露出部)

28

主桁：ひびわれ注入工

主桁：ひびわれ注入工

主桁⑦断面修復工(鉄筋露出部)

主桁：断面修復工(鉄筋露出部)

主桁：断面修復工(うき部)

主桁：断面修復工(うき部)主桁：断面修復工(うき部)

主桁：断面修復工(うき部)
主桁：断面修復工(うき部)

主桁：断面修復工(残鉄部)

地覆：断面修復工(うき部)

地覆⑦断面修復工(鉄筋露出部)
地覆：断面修復工(鉄筋露出部)

排水管補修工

排水管補修工排水管補修工

排水管補修工

主桁：ひびわれ注入工

150

2
5
0

350

700

3
5
0

6
5
2

1
8
2

1
8
2

7
0
0

7
0
2

上部工下面

桁長　L=12560

340 340

3406
0
0

6
0
0

6
0
0

907

907
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上部工補修図

第一中ノ平橋　上部工補修図（その2） 損傷の種類 表　　示 損傷の種類 表　　示

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

漏　　水

腐　　食

う　　き

そ の 他

損傷の凡例

S=1:30

G1 G3G2

G1G3 G2

G1G3 G2

G1 G3G2

1-1(A1端支点横桁)

2-2(中間横桁(A1側))

3-3(中間横桁(A2側))

4-4(A2端支点横桁)

[0.20×350] 

[0.20×350] 

（横桁）

a= 0.76 m2

横桁厚さ　　　t=300
橋軸方向斜長　L=340

表面含浸工　面積集計表

部材

主桁

床版

地覆

横桁

合計

箇所

下面

　控除部

側面

　控除部

張出床版

張出床版

中間床版

　控除部

側面

上面

路面側

下面

側面

　控除部

幅

W

0.350

0.350

0.700

0.600

0.652

0.702

1.064

1.064

0.350

0.250

0.150

0.300

0.650

0.198

延長

L

12.560

0.907

12.560

0.340

12.560

12.560

12.560

0.340

12.560

12.560

12.560

1.190

1.190

0.050

箇所数

N

3

6

6

12

1

1

2

6

2

2

2

6

8

8

(m2)

W*L*N

13.19

-1.90

52.75

-2.45

8.19

8.82

26.73

-2.17

8.79

6.28

3.77

2.14

6.19

-0.08

130.24

備考

橋座部

横桁部

横桁部

床版テーバー部

11

23

※補修箇所は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．

A1 A2

位 置 図

1

1

3

3 4

4

2

2

令和5年度

第一中ノ平橋補修工事工 事 名

1

2

横桁：ひびわれ注入工

横桁：ひびわれ注入工

1190

横桁側面面積

6
0
0

5
0

6
5
0

198 794 198

1190

20 桁長 12560 20

橋長 12600
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第一中ノ平橋　上部工補修図（その3）

上部工補修図

（補修数量）

主桁：ひびわれ注入工

損傷番号

22

24

34

35

36

38

39

41

42

43

47

48

49

52

54

61

横桁：ひびわれ注入工

損傷番号

1

2

床版：ひびわれ注入工

損傷番号

27

28

29

30

31

32

33

44

45

69

部材名

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

ひびわれ集計

部材名

横桁

横桁

ひびわれ集計

部材名

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

ひびわれ集計

部材番号

Mg0101

Mg0102

Mg0201

Mg0201

Mg0201

Mg0202

Mg0202

Mg0201

Mg0201

Mg0201

Mg0301

Mg0301

Mg0301

Mg0301

Mg0301

Mg0302

部材番号

Cr0102

Cr0102

部材番号

Ds0201

Ds0201

Ds0201

Ds0201

Ds0201

Ds0201

Ds0202

Ds0301

Ds0301

Ds0401

幅[mm]×延長[mm]

0.20

0.20

0.20

0.20

0.25

0.30

0.20

0.20

0.30

0.30

0.20

0.20

0.30

0.30

0.20

0.20

0.20

0.25

0.30

幅[mm]×延長[mm]

0.20

0.20

0.20

幅[mm]×延長[mm]

0.30

0.20

0.20

0.20

0.25

0.20

0.20

0.15

0.10

0.20

0.20

0.25

0.30

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

350

450

500

350

400

300

300

450

400

400

450

300

450

600

450

400

6550

4000

400

2150

300

350

650

650

1300

200

700

800

1100

500

900

600

650

300

7050

3400

1100

1300

延長(mm)

上向き

 

延長(mm)

上向き

延長(mm)

上向き

1300

200

700

800

1100

500

900

300

5800

横向き

350

450

500

350

400

300

300

450

400

400

450

300

450

600

450

400

6550

横向き

300

350

650

横向き

 

床版：断面修復工（?離部）

損傷番号

1

合計

主桁：断面修復工(残鉄部)

損傷番号

55

合計

地覆：断面修復工（鉄筋露出部）

損傷番号

4

12

13

15

65

合計

主桁：断面修復工（鉄筋露出部）

損傷番号

20

23

26

37

40

60

62

合計

床版：断面修復工（鉄筋露出部）

損傷番号

3

5

6

7

8

9

10

11

14

17

63

66

67

合計

地覆：断面修復工（うき部）

損傷番号

18

合計

主桁：断面修復工（うき部）

損傷番号

21

25

46

50

51

53

56

57

58

59

合計

部材名

床版

部材名

主桁

部材名

地覆

地覆

地覆

地覆

地覆

部材名

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

部材名

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

部材名

地覆

部材名

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

主桁

部材番号

Ds0101

部材番号

Mg0301

部材番号

Fg0101

Fg0101

Fg0101

Fg0101

Fg0201

部材番号

Mg0101

Mg0101

Mg0102

Mg0201

Mg0202

Mg0302

Mg0302

部材番号

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0101

Ds0401

Ds0401

Ds0401

部材番号

Fg0101

部材番号

Mg0101

Mg0102

Mg0301

Mg0302

Mg0301

Mg0301

Mg0302

Mg0302

Mg0302

Mg0302

寸法[m]

0.10

―

寸法[m]

0.10

―

寸法[m]

0.10

0.10

0.15

0.10

0.10

―

寸法[m]

0.30

0.10

0.10

0.10

0.60

0.15

0.15

―

寸法[m]

0.20

0.10

0.15

0.20

0.50

0.20

0.20

0.10

0.10

0.15

0.55

0.30

0.20

―

寸法[m]

0.10

―

寸法[m]

0.60

0.40

0.25

0.70

0.50

0.10

0.60

0.50

0.20

0.10

―

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

0.10

0.15

0.10

0.10

0.15

0.10

0.10

0.70

0.10

0.10

0.10

0.25

0.25

0.15

0.10

0.10

0.15

0.20

0.30

0.30

0.10

0.10

0.10

0.15

0.25

0.30

0.10

0.10

0.20

0.15

0.15

0.20

0.15

0.25

0.20

0.20

0.20

0.10

箇所

1

箇所

1

箇所

2

1

1

1

1

箇所

1

1

1

1

1

1

1

箇所

1

2

2

1

1

1

1

8

2

1

1

1

2

箇所

1

箇所

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

面積(m2)

上向き

0.0100

0.0100

面積(m2)

上向き

0.0150

0.0150

面積(m2)

上向き

 

面積(m2)

上向き

 

面積(m2)

上向き

0.0200

0.0200

0.0450

0.0400

0.1500

0.0600

0.0200

0.0800

0.0200

0.0225

0.1375

0.0900

0.0400

0.7450

面積(m2)

上向き

 

面積(m2)

上向き

 

横向き

 

横向き

 

横向き

0.0200

0.0100

0.0225

0.0100

0.0100

0.0725

横向き

0.2100

0.0100

0.0100

0.0100

0.1500

0.0375

0.0225

0.4500

横向き

 

横向き

0.0100

0.0100

横向き

0.1200

0.0600

0.0375

0.1400

0.0750

0.0250

0.1200

0.1000

0.0400

0.0100

0.7275

12

33

※補修箇所は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．

令和5年度

第一中ノ平橋補修工事工 事 名



いちき串木野市川上

図示

2その他

中ノ平線

いちき串木野市

20

鹿 児 島 県

設 計 者審 査 者

地 内

葉 中 番

設 計 速 度

図面番号

縮 尺

施 行 地

名 称

年 度 施行主体

km/h級級別区分

路 線 名

林道区分

下部工補修図

第一中ノ平橋　下部工補修図 S=1:30

A1橋台

1
:
0
.
2
0

二俣川

A2橋台

1
:
0
.
2
0

1
:
0
.
2
0

二俣川

1
:
0
.
2
0

塗装工
塗装工

塗装工

塗装工 塗装工 塗装工

G1G3 G2

G1 G3G2

13

※補修箇所は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．

支承塗装工 S=1:10

t≒20mm

塗装仕様

下地処理：ブラシで落とせる程度の錆および汚れを除去

塗装　　：常温亜鉛メッキ塗装（乾燥膜厚80μｍ以上）

塗装面積（支承1基当たり）

　A=(0.50-0.35)×0.65

　　＋((0.65+0.50)×2-0.35)×0.02＝0.14m2

N＝ 6 基

令和5年度

第一中ノ平橋補修工事工 事 名

支承
支承

支承

支承 支承 支承

500

6
5
0

350
鋼板



いちき串木野市川上

図示

2その他

中ノ平線

いちき串木野市

20

鹿 児 島 県

設 計 者審 査 者

地 内

葉 中 番

設 計 速 度

図面番号

縮 尺

施 行 地

名 称

年 度 施行主体

km/h級級別区分

路 線 名

林道区分

第一中ノ平橋　橋面工補修図 S=1:30

A1 A2

A - A

C - C

A A

C C

二
俣
川

橋面工補修図

別図面参照

別図面参照

注）水道管埋設位置は推定である。

1
1

2
2

※ 張りコンクリート形状は現場地形に合わせて変更すること。

張りコンクリート部断面図

１－１ ２－２

a= 0.08 m2
a= 0.34 m2

t=7cm t=7cm

表層　（密粒度アスファルトt=4cm）
上層路盤　（粒調砕石t=7cm）
下層路盤　（切込砕石ｔ=10cm）

L=4.05m

N=3箇所

N=7箇所

舗
装

工

※　舗装構成は，既設舗装を確認して
　　変更すること。

14

※補修箇所は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．

名　　称

数量集計表

m

単 位仕様・規格 備　　考

4.05

（1橋当り）

舗装復旧

表層:密粒度アスコン 3.06

アスファルトt=15cm以下

m3 0.12アスファルト

m2 3.06アスファルト舗装

数 量

m3 0.12 （W=0.28t）

0.52礫質土

上層路盤：粒調砕石 t=70mm

0.16

3.06

t=40mm

舗装版切断工

舗装版破砕工

殻運搬

掘削 m3

不足土 m3

m2

m2

張りコンクリート工

舗装工

張りコンクリート t=7cm,σck=18N/mm2

同上型枠

m2

m2

4.08

0.33

下層路盤：切込砕石 t=100mm3.06m2

名　　称

撤去工数量集計表

単 位仕様・規格 備　　考

（1橋当り）

数 量

m 5.5H=0.81m

98.5

ガードレール

kg

3角支柱100×100ガス切断 箇所

5.5×17.9kg/m(推定)=98.5kg

0.68盛土 m3

令和5年度

第一中ノ平橋補修工事工 事 名

既設ガードレール撤去　L=5.5m

既設ガードレール撤去　L=13.0m

伸縮装置補修工

伸縮装置補修工

2800

1
2
5
0

水道管

1500

2100

250 800

8
0
0

1250 250 500

5
0
0

710

1130

盛土
盛土

張りコンクリート 張りコンクリート

舗装工

舗装版切断

張
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ガス切断

ガス切断

張
り

コ
ン

ク
リ

ー
ト



いちき串木野市川上

図示

2その他

中ノ平線

いちき串木野市

20

鹿 児 島 県

設 計 者審 査 者

地 内

葉 中 番

設 計 速 度

図面番号

縮 尺

施 行 地

名 称

年 度 施行主体

km/h級級別区分

路 線 名

林道区分

断 面 図 S=1:30

G1 G3G2

標準部 横桁部

15

水切設置工・排水工補修図

重量は取付金具材料表より

重量は取付金具材料表より

第一中ノ平橋　水切設置工・排水工補修図

A1

A2

上部工下面　平面図 S=1:50

二
俣
川

至 県道308号郷戸市来線

L=12.56m

L=12.56m

排水桝・目皿・排水管取替え 排水桝・目皿・排水管取替え

排水桝・目皿・排水管取替え

排水桝・目皿・排水管取替え

3 ビ　　　ス　 SS400 2 0.1 亜鉛メッキ

亜鉛メッキ

1

符号 品　　　名 材　質 数量 重量 備　考

排　水　桝 FC250 1

2 目　　　皿 FC250 1

 6.9

1.6

１組分合計　　８．６ｋｇ

水切設置工詳細図 S=1:5

凸型水切り

 L=1200

（亜鉛メッキ仕様）

張出床版下面

地
覆

側
面

30x14

30x14 M12x30

取付金具詳細図 S=1:10

PL-80x276x6

取付ボルト
M12x40

※ （　）内は右側寸法を示す。

(380)

(380)

(326)
(PL-80x326x6)

※ （　）内は右側寸法を示す。

排水桝・目皿詳細図 S=1:5

(FC250)

排水工

N=4箇所

排水工
左側N=2箇所・右側N=2箇所

S=1:10排水装置取付図

※詳細寸法は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．

凸型水切り詳細図

②凸型水切りに専用接着剤を塗布

③凸型水切りを押し付けて取り
　付ける

①桁下の凸型水切り設置箇所を
　清掃する

施工手順

注　記

1.水切り凸型水切りが付着し
　やすいように、接着面の清掃
　は確実に実施すること。

S=1:1

軟質ポリ塩化ビニル製

水切設置工

水切設置工 12.56×2=25.12 25.1 m

数　量

凸型水切り

仕様・規格

（１橋当り）

項　目 計　算　式

排水工数量表
品　名 仕様・規格 単位 数　量 摘　要

（１橋当り）

計　算　式

排水管取替工 V P 7 5  直管 L = 1 . 2 0 0 m  N = 4本

亜鉛メッキ仕様 組  2取付金具左側

Ｌ＝1.200×4＝4.800

2.95kg/組

ｍ  4.8

排水桝・目皿 FC250，140x190x150 箇所  4

亜鉛メッキ仕様 組  2取付金具右側 3.14kg/組

取付金具材料表
品　　　　名 形　状　寸　法 単位 右側数量 摘　要

※取付け金具は亜鉛メッキ処理を施す。

鋼  　　　　板

PL-80x200x6 kg 0.75

PL-80x276x6 kg

PL-80x413x4.5 kg 1.16

M12x40 組 2   

M12x30 組 2

取 付 ボ ル ト

ホールインアンカー

3.14 kg 

HDZ45以上

HDZ45以上

HDZ45以上

HDZ35以上

HDZ35以上

排水工　N=4箇所 （１組当り）

PL-80x326x6 kg 1.23 HDZ45以上

左側数量

0.75

1.04

1.16

2   

2

2.95 kg 

令和5年度

第一中ノ平橋補修工事工 事 名

水道管65A

250 4000 250

4500

825 2@1400=2800 875

4500

175700175 350

5
0

650 700350 3501050

2
0
0

3
5
0

7
0
0

5
0

排水管取替え 排水管取替え

排水桝・目皿取替え 排水桝・目皿取替え

水切設置工水切設置工

20 桁長 12560 20

橋長 12600

2
8
3

45
30

2
8
3

50
97

8
2
5

2
@
1
4
0
0
=
2
8
0
0

8
7
5

4
5
0
01
7
5

7
0
0

1
7
5

3
5
0

6
5
0

7
0
0

3
5
0

3
5
01
7
5

7
0
0

1
7
5

水切設置工

水切設置工

排水工補修 排水工補修

排水工補修

排水工補修

2-M10ネジ

50

排水管(VPφ75)

取付金具

27 57 27

11015 15

140

2
5
2
6

5
8

2
6
2
5

1
6
0

1
5

1
5

1
9
0

2
3
2
4
1
6
2
4
1
6
2
4
2
3

1
5
0

20 60 20

100

20

15 110 15

140

4
0

1
0 1
7
2
3

1
5
0

15 160 15

190

1
0
0

1
0

1
7
2
3

5
0

9 φ57 9

φ75

9 φ57 9

φ75
8
0

2
0
0

3
0

4
0
4
0

2
0 4
02
0

60

14

80

10949

4040

30 30

5
0

1
0
0

5
0

66098

3030

長　孔

6

長　孔 ホールインアンカー

2
0
0

4.5
φ
89
4.5

PL-80x200x6

PL-80x413x4.5

2
0
0
程

度

排水桝

330

276

330

49

25

1
5

凸型水切り

水切設置工



いちき串木野市川上
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中ノ平線

いちき串木野市

20

鹿 児 島 県

設 計 者審 査 者

地 内

葉 中 番

設 計 速 度

図面番号

縮 尺

施 行 地

名 称

年 度 施行主体

km/h級級別区分

路 線 名

林道区分

樹脂アンカーR-25SN

4-M24(SD345)

埋込長：200

 断面図  S=1:30 

Br-C-2B-4(特注)防護柵補修工図

16

第一中ノ平橋　防護柵補修工図

※詳細寸法は，施工前に再調査・再計測に
　よって，確認，変更のこと．

ビーム間隔

笠木間隔

φ114.3x4.5

 正面図  S=1:40 

 平面図 

支柱間隔

A2A1

支柱間隔

φ114.3x4.5

φ22(貫通孔)

2-18x24長孔

道路側

4-φ30(キリ)

PL140x4.0x250

笠木取付用ボルト

M16x35(6.8)

笠木

［150x50x3.2

ビーム取付用ボルト

M16x35(6.8)

ブラケット取付用ボルト

 M20x145(4.6)

 取付詳細図  S=1:15 

○

A

A

○

 A-A 断面図 

アンカー詳細図 S=1:10 

※ 地覆幅が狭いため，レールが地覆幅から出ないように
　 ベースプレートに対して支柱を偏心して製作すること。

2-18x24長孔6-22x40長孔 6-18x24長孔 6-22x40長孔 6-18x24長孔

2-18x24長孔

18x24長孔 PL3.24-18x24長孔

 笠木  S=1:20  端部笠木  S=1:20 

 ビーム  S=1:20 

t2.3

4-18x24長孔

 巻袖ビーム  S=1:10 

(R-25SN)

(M24×270)

M16(6.8)

M20(4.6)

 ブラケット取付用ボルト  S=1:3

 笠木・ビーム取付用ボルト  S=1:3

2-22x28長孔

22x50長孔

 ブラケット  S=1:5 

第一中ノ平橋

だいいちなかのひらばし

N=4枚

橋名板の文字，寸法，設置位置は協議すること。

橋名板はガードレールに取り付ける。

二　俣　川

昭和43年2月竣功

橋　名　板 S=1:10

ガードレール

4

数量

5.5

名称

防護柵工数量集計表

規格

Br-C-2B-4(特注)

単位

m

アンカー 12M24×270 本

削孔 12φ32×200 箇所

樹脂アンカー 12R-25SN 個

橋名板 枚

(N1,W1,SW1)

標準白塗装品

摘要

HDZ35

令和5年度

鉄筋探査工 箇所極小規模鉄筋探査工 3

3箇所

第一中ノ平橋補修工事工 事 名

2
0
0

樹脂アンカー

アンカー

W

H

W

H

W

H

W

H

削孔(φ32×200)

5500

鉄筋探査工

2
5

9
5
0

3
5
05
0
0

1
1
0
0

1
5
0
4
5
0

6
0
0

83

140 110

250

150

5 00

13000

1000 5@2000=10000 1000 500

150

2 0

橋  長  1 2 6 0 0

桁  長  1 2 5 6 0 20

1000 280

280 1000 5@2000=10000 1000 280

2
5
0

4
5
0
0

4
0
0
0

2
5
0

280 1000 5@2000=10000

2 00

4
0
0

4
5
0

4
9
6
.
8

9
4
6
.
8

2
5
0

2
0
0

4
.
0

9
5
0
(
笠

木
含

む
)
 

1
9

6

140

40 40

4
0

4
0

3
2
0

1 20

2
5

115 85

16020002000

4330

200 200

3
5
0

5 0

2
.
3

16017 0

200 200

1602000(1000)170

2330(1330)

200 200

1001800(800)

2000(1000)

100

5 0

150

1001002001800

4000

3
.
21
5
0

5 0 100 1800
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いちき串木野市川上

図示

2その他

中ノ平線

いちき串木野市

20

鹿 児 島 県

設 計 者審 査 者

地 内

葉 中 番

設 計 速 度

図面番号

縮 尺

施 行 地

名 称

年 度 施行主体

km/h級級別区分

路 線 名

林道区分

仮設工参考図

17

第一中ノ平橋　仮設工参考図

断 面 図 S=1:40

G1 G3G2

□100×100

吊足場設置幅

1橋当り足場工数量表

吊足場　＋　朝顔 4.50×10.80 48.6 m2TYPE A1(h<1.5)

項　目 仕　様 数　　　式 数　量 単位 備　考

※本足場工図は参考図であり，施工前に再度足場計画を立案のうえ，監督員と協議を行うこと。

シート張防護工 48.6 m2

側 面 図 S=1:50
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